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2030年の高等教育
特集

今、技術革新やグローバル化がこれまでにないスピードで進展し、高等教育機関が新たなイノベー
ションを発揮する期待は高まっている。しかしその一方、18歳人口が減少の一途を辿り、全ての大学・
専門学校が、生き残りをかけて自校ならではの価値を磨き、進むべき改革の方向性を探っている。
本特集では、これから迎える未来―2030年の社会の姿、そして高等教育を取り巻く環境について
様々な視点を専門家の方々に寄稿いただいた。また、いち早く中長期的な将来を見通し、新たな時代
に向けた戦略立案とその実現に取り組む大学をリポートした。
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高校教育・大学教育
入学者選抜の一体改革

2030年の社会と
子供たちの未来学力の三要素

大学改革実行プラン

18歳人口	 120万人
留学生（総数）	 16万人
大学	 61万人	（50.9%）※

短大	 7万人	（  5.9%）※

専門学校	 26万人	（16.2%）
高卒就職	 17万人	（16.3％）

【学校数】
大学	 780校
短大	 387校
専門学校	 2837校

2011年
18歳人口	 120万人
留学生（総数）	 27万人
大学	 63万人	（52.6%）※

短大	 6万人	（  4.7%）※

専門学校	 27万人	（22.4%）
高卒就職	 19万人	（17.7％）

【学校数】
大学	 780校
短大	 337校
専門学校	 2822校

2017年

2011年～2017年 2018年～2030年

13年間で16万人減少 23年で 32万人減少

18歳人口	 104万人

2030年予測

2019年 2022年2020年2014年 2016年 2017年 2024年 2025年 2029年

18歳人口	 88万人

2040年予測

※は過年度含む

出典：	文部科学省「平成29年度学校基本調査」・独立行政法人日本学生支援機構
	 「外国人留学生在籍状況調査」

・	労働力減少→日本の生産年齢人口800万人分（四国二つ分の人口総数）が減少
・	日本の成長分野は、「ヘルスケア（医療、福祉、介護等）」、「情報通信（AI、ロボット、IT等）」
・	AIの活用、ロボット化等により職種ニーズも変化。特にホワイトカラーで自動化が進む
	 →人材需要：上流工程（企画職、研究開発職等）、IT関連職、高付加価値な営業・サービス職
・	急激なグローバル化。欧州、中国でも人口が減少フェーズに
	 →人材ニーズは国境を越え、世界中で外国人労働者の獲得競争に。本格的な多様性への対応が急務
・	国連が取り組む『持続可能な開発目標（SDGs）』への対応が進む

・	工業社会→知識基盤社会へ

・	グローバル化（新興国の台頭）

・	 IT化

・	規制緩和（新増設、立地等）

・	少子高齢化の進展
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将来の高等教育マーケット予測　リクルート『カレッジマネジメント』編集部作成

予測が難しい未来に向けて

創設時
（過去）

現在

未来
環境が大きく変化するなかで、未来の学校法人のありたい姿をイメージし、
そこに到達するための道筋を描く（デザインする）工程表が求められている

Mission

Vision

「漫然と迎える未来」
目の前の問題に行き当たりばったりで対処、対応が後手に

「主体的に築く未来」
将来を予測し、知恵を働かせて主体的に未来を選択する

“WORK SHIFT”（Lynda Gratton) より

10 年間？

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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